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地域リハビリテーション支援体制推進事業の経過

平成１２年度から全国的に地域リハビリテーション支援体
制推進事業が展開。

各都道府県に１カ所の「リハビリテーション支援センター」と
各都道府県の老人保健福祉圏域に概ね１カ所ずつの「地
域リハビリテーション広域支援センター」が指定。

長崎県では、任意団体のナガサキリハビリテーションネット
ワーク（代表；松坂誠應）が、県リハビリテーション支援セン
ターの指定を受ける。

各圏域の広域支援センターは、平成１３年度から、随時指
定を受け、現在長崎県内には９カ所の地域リハ広域支援セ
ンターが指定を受け、それぞれの地域の実情に応じた活動
を展開している。



長崎県の地域リハ支援体制

市町レベルの活動市町レベルの活動

長崎県地域リハ協議会

長崎県リハ支援センター

連絡協議会

地域リハ広域支援センター医師会 保健所

社協事業所施設住民組織

住　民



①地域リハ広域支援センター及び、

　地域リハ協議会への支援

②リハ資源の調査・研究

③関係団体、医療機関との連絡・調整

①地域リハ実施機関等の支援
②地域のリハ施設等における従業者への研修
③関係団体、医療機関との連絡・調整

長崎県リハ支援センターの役割長崎県リハ支援センターの役割



地域リハ広域支援センター（○）と協力施設
対馬圏域；対馬いづはら病院
《協力施設；２施設》

上五島圏域；上五島病院
《協力施設；３施設》

壱岐圏域；壱岐市民病院
《協力施設;５施設》

県南圏域；池田病院
《協力施設；２施設》

県央圏域；大村市医師会
《協力施設；２９施設》

長崎圏域；長崎大学医学部保健学科
《協力施設；１１施設》

佐世保圏域；耀光リハビリテーション病院
《協力施設；１２施設》

県北圏域；平戸市民病院
《協力施設；２施設》

下五島圏域；五島中央病院
《協力施設；２施設》

2009.4月現在



地域リハ広域支援センター事業内容

１）地域におけるリハ従事者への研修・支援
　①高齢者や身体障害者等のリハ従事者に対する研修会
　　・地域支援事業に関する研修会　・その他、地域の特性に応じた研修

２）地域におけるリハ実施機関等への支援
　①地域住民の相談への対応に係る支援
　②福祉用具選定や住宅改修等に係る相談への対応
　③関係機関への情報提供
３）関係団体、関係機関等との連絡・調整等
　①地域リハ連絡協議会等への出席
　②地域リハの推進に必要な業務
４）地域における介護従事者への研修・支援
　①介護従事者に対する研修会
　②市町等が実施する地域支援事業等への支援



長崎県内地域リハ広域支援センター
各圏域人口・高齢化率（平成20年度）

総人口(人) 65歳以上(人) 高齢化率(%) 総面積(k㎡)

長崎圏域 ５５０，２９３ １３１，３９１ ２３．９ ６９７．４１

佐世保圏域 ２５２，９０４ ６２，７６８ ２４．８ ２４８．２９

県央圏域 ２７０，６３２ ５９，１４１ ２１．９ ６０５．５４

県南圏域 １４８，２７９ ４３，８７０ ２９．６ ４５９．２１

県北圏域 ８６，２９５ ２５，２３９ ２９．２ ５４８．９２

五島圏域 ４１，７２９ １３，６１３ ３２．６ ４２０．２２

上五島圏域 ２５，９１３ ８，７３５ ３３．７ ２６５．３３

壱岐圏域 ２９，８９８ ９，４４２ ３１．６ １３８．３８

対馬圏域 ３５，５０８ １０，２３９ ２８．８ ７０８．４８

県計 １，４１１，４５１ ３６４，４３８ ２５．３ ４，０９１．７３



長崎県内地域リハ広域支援センター
活動内容（平成20年度）

研修会開催
状況

現地指導
回数

相談件数 広域ニュース
等発行回数

長崎 ５ ５０ ４ １

佐世保 ６ ３ ２０ １

県央 ２ ２１ ３ １

県南 ４ ３５ ９ ２

県北 ４ ２６ ３４ １

五島 ４ ２７ ０ １

上五島 ６ ５４ ０ ２

壱岐 ６ １８ ５ ２

対馬 ６ ２２ ０ ２

計 ４３ ２５６ ７５ １３



長崎県内地域リハ広域支援センター
全圏域活動内容（平成17～20年度）



長崎県内地域リハ広域支援センター
各圏域研修会テーマ（平成20年度）



長崎県内地域リハ広域支援センター
各圏域研修会テーマ（平成17年度・20年度）



長崎県リハ支援センターと
地域リハ広域支援センターの地域リハ展開方法

（１）マニュアル作成と研修会の企画・運営を通して
　　　連携を深める方法

（２）モデル地区の実践から事業効果の検証
　　　 全県的に波及させていく方法

（３）先進地視察や先進地の研修参加及び
　　　研修交流からマニュアルや各圏域の
　　　活動の参考にしていく



（１）マニュアル作成と研修会の企画・運営を通して
　　　連携を深める方法

2004年　転倒予防教室運営マニュアル作成

2005年　介護予防運動器の機能向上講師養成研修会（初回）

2007年　介護予防運動器の機能向上講師養成研修会（２回目）

2008年　長崎県介護予防マニュアル作成（長崎県介護予防市町支援委員会）

　　　　　　①「運動器の機能向上」　　②「口腔機能の向上」

　　　　　　③「栄養改善」　　④「認知症・うつ・閉じこもり予防」

2008年　介護予防認知症予防講師養成研修会（初回）

2009年　介護予防運動器の機能向上講師養成研修会（３回目）



介護予防運動器の機能向上講師養成研修会プログラム

基調講義　テーマ『介護予防事業における広域支援センターの役割』
　　　　　　　講　師　長崎県リハ支援センター代表　

講義〈１〉　テーマ『転倒・骨折予防教室のための運用マニュアルについて』

　　　　　　　講　師　長崎県リハ支援センター　理学療法士

講義〈２〉　テーマ『転倒・骨折予防教室におけるリスク管理』
　　　　　　　講　師　長崎県医師会　医師　　

実技指導　テーマ『転倒・骨折予防教室の評価・運動指導の実技』

講義〈３〉　テーマ『介護保険施策の動向と長崎県における介護予防事業の展開』
　　　　　　　講　師　長崎県長寿社会課在宅保健班　保健師

講義〈４〉　テーマ『転倒・骨折予防教室事業の進め方とチームアプローチ』

　　　　　　　講　師　長崎市医師会基幹型支援センター　保健師

講義〈５〉　テーマ『転倒・骨折予防教室実践例の紹介』
　　　　　　　講　師　県北地域リハビリテーション広域支援センター　理学療法士



介護予防認知症予防講師養成研修会プログラム
講義〈1〉　テーマ『長崎県の介護予防施策の動向と今後の展望』

　　　　　　講　師　長崎県長寿社会課在宅福祉班　保健師

講義〈2〉　テーマ『介護予防事業における地域リハ広域支援センターの役割』

　　　　　　講　師　長崎県地域リハ広域支援センター連絡会議会長

講義〈3〉　テーマ『認知症予防の理論①　総論・事業展開論』

　　　　　　講　師　長崎県リハビリテーション支援センター　作業療法士

講義〈4〉　テーマ『認知症予防の理論②　評価の実際（長崎県マニュアル編）』

　　　　　　テーマ『認知症予防の理論②　評価の実際（ファイブコグ編）』
　　　　　　講　師　長崎県作業療法士会　

講義〈5〉　テーマ『認知症予防の理論③　プログラム作成と実践の考え方』

　　　　　　講　師　長崎県作業療法士会

実技指導　テーマ『認知症予防のための評価・作業療法の実技』
　　　　　　A：評価（県マニュアル），B：評価（ファイブコグ），C：認知機能訓練
　　　　　　D：レクリエーション（認知症予防体操，ゲーム等），E：創作活動

　　　　　　
総括講義　テーマ『介護予防事業の展開から地域づくりへ』
　　　　　　　講　師　長崎県リハ支援センター代表　



マニュアル作成と研修会の企画・運営を通して
　　　連携を深める方法



長崎県リハ支援センターの具体的活動

企　　画　長崎県リハ支援センター

視察地域
　19年度　高知市；『いきいき百歳体操』
　20年度　茨城県；『シルバーリハビリ体操指導士』

参 加 者 長崎県リハ支援センター

　　　　　　各圏域広域支援センターからの希望者
（19年度;2圏域　20年度;4圏域）

　　　　　　長崎県長寿社会課（20年度のみ）　　　

長崎県リハ支援センター介護予防先進地視察



長崎県内各圏域の地域リハ広域支援センターの活動

研修会

　健康づくり・介護予防・高次脳機能障害・精神障害者支援・地域療育関係

地域リハ関係機関への支援

　介護予防事業

　（運動器の機能向上・認知症予防）

住民ボランティア養成への支援

　健康運動ボランティア

　認知症サポーター養成への支援

地域住民対象の研修会

　健康づくり　介護予防　

地域連携体制の構築

　地域連携パスの作成検討・稼働

その他の活動

・圏域のトイレマップ作成

・小・中学校での講話



長崎県地域リハ広域支援センター連絡会議

経過　平成１６年２月発足

目的

　　各圏域広域支援センターの意見及び情報交換

　　各圏域の地域リハ支援体制整備の充実

　　地域リハ支援体制整備についての検討 　

活動内容　

①連絡会議の開催；情報交換、共有課題の検討

　　（2回／年　その他必要に応じて開催）

②その他の活動（県リハ支援センターとの協働事業）

　○研修会の開催　○マニュアル作成　○先進地視察



広域支援センター連絡会議活動の利点

①全県的なレベルアップが期待される

②共通の課題を取り上げ検討していくことで、
　　マニュアル作成等が容易で効率的
　　○「転倒・骨折予防教室」のための運用マニュアル（2005.3）
　　○運動器の機能向上マニュアル（2006.3）

③先進的地区で今後必要になると思われるプロジェクトを実施
　　→他の圏域のモデルになる

長崎県すこやか長寿財団モデル事業

　『転倒予防教室ボランティア養成』



対馬圏域の活動



長崎県・対馬は
南北約82km　東西約18kmの縦に細長い島

面積708.47k㎡

全島人口　約36,000人　　　　

高齢化率　約28.8%

３病院と２老健施設にPT;16  OT;8  ST;2

保健所にOT;1名

中対馬病院

上対馬病院

対馬いづはら病院

（地域リハ広域支援センター）

老人保健施設

老人保健施設

〈PT6　OT4  ST1〉

〈PT4  OT1  ST1〉

〈PT4 OT1〉
〈PT1  OT1〉

〈PT1  OT1〉

対馬保健所

〈OT1〉



長崎県・対馬圏域での地域リハ実践活動（１）

１）介護予防への支援
①包括支援センター主催の「運動器の機能向上」　
　　「認知症予防」事業に企画の段階から支援
②対馬市、社会福祉協議会と協働し「介護予防ボランティア養成
　　講座」を3クール（1クール；4回）企画・実施。　

２）対馬管内の連携体制の構築
①地域包括支援センター運営会議に参加
②地域連携パスの推進
　現在、対馬管内の医療機関から退院時に「対馬版地域連携
　パス」を稼働中。施設・在宅から入院時にも地域連携パスを
　稼働中



高齢者健康指導ボランティア養成事業の流れ

教育講演・健康教室
「健康づくり・介護予防」

養成講座基本プログラム

講話
「地域ですすめる健康づくり」

講話
「ボランティア活動の意義と役割」

講話
「運動の効果と理解・運動時の注意事項」

実技
「体操指導・体力測定」

転倒予防教室体験

グループワーク
「私たちにできること」

高齢者健康指導ボランティアとして活動

《第一段階》

《第二段階》

《第三段階》

《第四段階》

フォローアップ（研修会・交流会） 《第五段階》



ボランティア養成事業の内容
〈第１回〉
講話①　健康づくり・介護予防総論「地域ですすめる健康づくり　
　　　　　　　　　　　　　　　～介護予防の考え方と転倒予防のツボ～」
実技①　転倒予防体操（紹介）

〈第２回〉
講話②　「高齢者健康指導ボランティア～活動の意義と役割～」
実技②　転倒予防体操

〈第３回〉
講話③　「高齢者の運動の効果と理解・運動時の注意事項と対応」
実技③　体力測定・転倒予防体操

〈第４回〉
転倒予防体験及び終了後、意見交換会



対馬圏域
地域連携パスの紹介



対馬版地域連携パス作成までの経過（１）



対馬版地域連携パス作成までの経過（２）



対馬版地域連携パスの目的と対象

　退院時に使用する関係機関の連携に関する取扱様式「対馬版
ケアパス」を使用することにより、入院から退院後の生活まで切
れ目なく、患者が安心して医療とケアのサービスが受けられる
体制を構築する。

【目的】

【対象】

　医療介護連携を要する40歳以上の患者が医療機関を入退院する

とともに、患者の同意が得られた場合に使用する。
〈対馬版ケアパスの使用が有効であると考えられるケース〉

①初回の発症ケースで機能低下などにより、介護保険を利用して退院するケース

②介護度が上がるなど、機能・認知面の低下がみられ入院・退院するケース

③かかりつけ医の病院以外の病院へ入院するケース。または、かかりつけ病院以外から

　　退院するケース

④在宅療養中の方が入院し退院後は施設入所となるケースなど、対馬版ケアパスを受け

　　る側が初めてのケース

（「対馬版地域ケアパスの手引き」から引用）



様式紹介
＜入所施設＞

老人保健施設

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

＜入院医療機関＞
対馬いづはら病院

中対馬病院

上対馬病院

＜在　宅＞
対馬市地域包括

支援センター

居宅介護支援事業所

連携パスの流れ



長崎県・対馬圏域での地域リハ実践活動（２）

３）対馬市特別支援（教育）連携推進会議実務者会議に参加

①　“地域リハ”における連携体制構築推進の立場から意見提案。

②特別支援教育啓発パンフ作成、研修会の開催、個別支援計画
の検討

４）精神障害者支援への取り組み

　地域リハ広域支援センター内に「精神部会」を設置し、地域住民

参加型の「こころのふれあい祭り」を年に１回実施。昨年度までに

３回実施。昨年度から当事者会の実行委員会が立ち上がり、

広域支援センターは、共催の立場で後方支援。

　当事者の交流会も定期的に開催されるようになる。



ま　と　め
長崎県の地域リハ支援体制整備事業について長崎県

リハ支援センター及び長崎県内各圏域の地域リハ広域

支援センター活動紹介

対馬圏域の地域リハ広域支援センター活動紹介

　１０年目を迎える長崎県の地域リハ支援体制整備事業で
すが、これまで“地域づくり”を大きなテーマに長崎県及
び各圏域の地域リハ支援体制構築に取り組んできました。
　地域リハビリテーションの理念に基づき、それぞれのニー
ズに応じた活動の展開が更に重要になってくると思われま
す。
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